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年
度
に
於
<

、
強
大
な
る
作
用
を
^

す
可
し
と
。
金
爲
'
 

替
本
位
國
に
し
て
尙
ほ
氣
貨
に
此
自
然
調
節
を
保
女
し 

o

る
を
難
し
と
せ
^

。
金
貨
本
位
制
の
下
に
於
て
、
通 

貨
調
節
の
妙
用
を
喪
失
し
戈
る
我
阈
民
§

國
の
貸
幣 

制
度
を
以V

、

金
爲
替
本
位
制
に
勝
れ
6

と
稱
す
る
の 

自
信
を
有
す
る
や
否
や
。

一
蘧
に
T

ト
レ
1

、
ゥ
冲
ザ
ー
氏
は
外
國
爲
替
論
に 

於
て
、
日
本
の
貨
幣
制
度
を
金
爲
替
本
位
制
i

学

る
 

を
憚
ら
^

6
し
舣
、
キ
ィ
ー
ン
ス
氏
亦
本
書
に
於
て
同. 

様
の
評
を
下
し
、
將
に
駐
釋
を
付
し
て
其
不
穩
f

ら 

次
る
所
以
を
說
明
し
女
ろ
。
我
國
が
國
內
に
毫
名
金
貨 

を
流
通
せ
ず
、
叉
其
流
通
す
る
を
期
圖
せ
申
在
外
正
貨.

.U

依
賴
山.
て
、
贷
借
の
決
濟
を
謀
る
こ
と
今
日
の
如
く 

爲
る
以
上
は
、
如
上.
の
評
言
亦
：

一

槪
に
之
を
斥
く
能
は
，
 

ず
我
國
の
貨
幣
制
度
は
果
し
て
.金
貨
本
位
制
に
近
き
か 

將

梵

叉

金

爲

替

本

位

制

に

類

す

る

//
>
°:
今

之

を

評

論

せ
 

梦

。
.
唯#

輩
似
本
書
を
讀
ん
で一

言
を

禁
玄
る
能
は
 ̂

る
は
、
印
度
於
準
備
金
と
し
て
外
國
に
有
す
る
金
貨
は 

贸
吳
上
，の
關
係
に
依
て
之
を
補
充
す
る
の
愁
易
に
し
て

隨
：て
金
爲
替
本
位
制
の
基
礎
颦
固
な
'る
に
反
し
、
'我
國 

の
貨
幣
制
度
は
其
本
質
め
：如
何
を
問
は
^
、
之
を
^
:
 

す
る
の
難
き
事
實
欢
6

。
本
書
が
印
度
■の
貨
幣
制
度
を 

論
匕
允
る
點
ょ
6

云
へ.
ば
、
邦
人
に
至
大
の
關
係
を
有 

.
せ
ぎ
るS

如
く
な
れ
ど
ぞ
、
我
國
近
滕
の
貨
幣
制
度
の 

運
用
に
顧
み
て
、
吾
輩
は
邦
人.
に
向
つ
て
、
本
書
のj.  

讀

を

求

め

^

る

を

得

fo

る

な6

。(

H

江

歸

一

)

!|
!

三

田

學

會

雜

誌

第

/ \
卷

第

ニ

號

<
爾 

151

lHn 

U1P

'

兌

換

制

度

の

本

體

と

變

體

：

堀

r l
:

'

歸

一

. 

I
.

，兌
換
紙
幣
の
流
通
於
不
換
紙
幣
の
流
通
に
比
し
て
勝
る
所
以
は
、其
流
通
上
に
於
け
る
伸
縮 

の
作
用
自
由
な

’
る
，の
一
事
に
存
す
。
此
自
由
あ
る
が
故
に
、兌
換
紙
幣

i

正
，貨

i

の
：同
價
流
通 

は
確
實
に
維
持
せ
ら
れ
、社
會
は
安
全
に
し

V
、

便
利
な
る
通
貨
の
供
給
を
受
く
る
を
得
る
名
の 

に
し
て
、兌
換
紙
幣
の
伸
縮
不
自
在
な
ら
ん
か
、兌
換

.
紙
幣
は
單
に
名
義
に
於

'て
然
る
に
止
ま

6

、
 

其
實
質
上
の
刺
益
を
失
ひ

y

ボ
換
紙
幣
と
異
ル
ら
次
る
に
至
る
可
き
の
み
。
通
貨
の
伸
縮
自 

在
と
稱
す
る
は
、

一
.

週
間
、
'1

箇
月
.
間
芡
は
一
年
中
に
於
，け
る
或
る
季
節
等
通
貨
に

|»
す
る
需
要



.

H

の
本
賭
と
證

 

ニー八
 

のV

將
'
に
'
增
馘
.
す
る
塒
期
に
於
て
、其
增
铖

.
に
相
.
應
：匕
て
_
、通
貨
の
幽
#

る
の
義
に
し
て 

此
作
用
.
あ
ふ
て
、
®

貨
流
通
の
狀
態
に
其
常
調
を
保
ち
、物
價
の
平
準
點
に
過
度
の
波

-

を
M

起 

I

、國
際
間

.

に
於
け
る
正
貨
流
出
入
の
關
係
に
意
想
外
の

if
r

f

 

i

せ
次
る
を
得
べ
し
。

文
明
國
、か
貨
幣
制
度
を
制
定
す
る
に

^
®
為

0 
B

と
し
て
、本
位
貨
幣
の
自
喜
造
を
認
め

' 

1
,

方
に
貨
幣
の
自
由
輸
出
を
許
す
ほ
何
敏
な

6

や
i

云
へ
ば
、之
に
依
七
國
際
間
に
於
け
る
身 

幣
の
務
動
を
自
由

tc
し
、以
て

t

幣
に
伸
縮
自
在
の
作
用
を
保
持
せ
し
め

t

す
る
於
爲
め
に 

タ
な
ら
す
。
金
爲
替
本
位
制
の
下
に
於
て
は
、其
主
と
し
て
流
通
す
る
貨
幣
に
自
由
鋳
造
を
認 

め
て
以

y

上
記
の
作
用
を
致

$

し
0

る

能

は

雛

^

^
®
 

I
'

方

u

於

v

在
外
爲
替
資
金
の 

運
用
と
金
爲
替
手
形
の
實
出
と
に
依
て
丙
國
に
於
け
る
通
貨
に
自
動
的
伸
縮
の
作
用
を
發
揮 

せ
し
め
ん

i

す
る
が
如
き
、通
貨
仲
縮
の
作
用
の
如
何
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る

S

の
な
る 

力
の
ニ
端
を
示
し
て
、餘

6

あ
^
N
i

す
。
若
し

■
名
ー
國
の
通
貨
舣
盡
く
茈
貨
ょ

6

成
6

、他
に
矽 

等
信
用
貨
幣
の
湛
用
せ
ら

.

る
、
S

の
■
な
き
に
於
て
は
、通
貨
は
最
名
伸
縮
の
自
由
な
る
を
得
ベ 

し
。
卽
ち
此
場
合
に
或
る
事
情

.
の
卞
に
、疋
貲
於
海
外

に

流
出
龙
ん
か
、其
國
に
於
て
は
通
貲
不 

足
の
爲
め
に
物
價

.

の.

平
準
a

を
下
■降
.
せ
し
め
.
物
價
の
下
降
は
輸
出
の
增

.
進
、輸
入
の
抑
制
を
來

1
I
1
I

§
I

し
、賢
外
偾
權
の
邴
收
に
對
し

<

、0£
;

貨
の

* ..

入
を
拙
く
に

f

可

く

、
一
，
貧

ね

：
苒

货

.
'
の

« :
人
ず
ふ 

«

の
過
度
'に
±.
.

ら
ん
か
、爲
め
，：に
物
價
の
.
平
：準
點
を.
昇
騰
'
せ
じ
め
、物

«.
,
0
騰
貴
は
輸
出
の
減
碼 

輸
入
の

'
増
加
を
招
き
、對
外
傭
務
の
支

B

fc
i l-

U
.

V
JH
*

の
流
出
を
促
：す
る
に
至
，る
可

し
o

今 

日
の
通
貨
制
度
に
於
て
は
、各
國
共
に
、

*

通
の
便

®

i

流
通
費
の
節
約

i
 
ニ
箇
の
見
地
よ

6

、正 

K

の
み
を
流
通
，に
充
て

^

、正
貨
の
外
に
、紙
幣
を
併
用
す
る
を
常

i

す
。
然

^
^
通

»-
制

度

の

媒
 

目
と
す
可
き
所
旣
に
俞
記
の
如
く
な
る
以
上

t t
IE
貨
i

紙
幣

i

を
併
せ
流
通
す
る
場
合
に
於 

V

は
'
紙
幣
を
し
て
正
貨
と
形
影
相
伴
ふ
？
の

*

ら
し
め
、：正

貨

の

增

減

す

る
i

同
一
の
程
度
傲 

に
同
一
の
方
嚮
に
於
て
紙
幣
の
：

i
：

縮
す
る
作
用
な
か
ら
し
め
次
る
可
於
ら
步
。
換
言
す
れ
ば 

紙
幣
の
流
通
に
付
せ
ら
る
ゝ
财
爲
め
に

、a

際
間
に
於
て
物
價
平
準
點
の
均
衡
を
求
む
作
用
を 

通
ヒ
<

正
貨
の
國
際
間

u

移
動
し
、其
自
動
的
に
伸
縮
す
る
機
能
に
妨
害
を
加
へ
^
、正
貨
の
增 

加
す
る
と
き
に
は

^

幣
名
亦
之
に
應

b

て
增
加
し
、前

.
者
の
減
少
す
る
と
き
に
は
、後
者

名

亦
之
‘
 

に
伴
ふ
て
收
緇
す
る
に
至
る

.
を
必
喪
と
す
。

通
貨
.主
義
若
し
く
は
之
を
基
礎
と
し

V

制
®

せ
ら
れ

*

る
英
蘭
得
行

，..の
，紙
幣
發
行
法
に
對 

し

V

»

古
來
非
難
の

.
聲
を
絕

t t
梦
。
而
し
て
其
非
難

0
'

內
に
«

、首
肯
す

^

き
：名
の
あ

4

と
靡

■兌
換
制
度
の
本

.
體
と
"
鐵
體
. 

.
ごー匕
.



ill
n
e
オ
U
I
m
僧

.
 

.
 

i  

N
JC

 

.
、

J

m

s

n

 

®

為

け

る

I

流
通
s

減

る

®

類

に

屬
 

す
る
を
間
は
嘉
幣

|

て
、之

|

充
せ
し
む
可
か
ら

t

銀
2

:

輸
出
せ
ら
れ
把
る
正

» /
'
 

に
代
t

に
、紙
幣

I

て
す
.
る
は
、不
法
の
處
置
に
し
て
、寧
ろ

■

出
せ
ら
れ

m

柯 

し
V

I

發
行
高

I

f

る
の
方
針
に
出

J

る
可
が

I

」

と
云
へ

1

2
.

 

I

I
ず
 

tn
e

r  

R
e

l

i
. p

.  

3
4

.)

即
ち
紙
幣
の

.

流
通
す
る
通
貨
制
度
に
於
て
、紙
幣
の
流
通
に

枸

汰

ら

少

、

 

正
貨
紙
幣
と
を
同
ー
體
の
名
の
把
ら
し
め
、以
て
通
貨
伸
縮
の
自
在
を
期
せ
し

む

る

の

意

に
 

出
て
杞
る
名
の
に
外
な
ら
卞

o
'

英
蘭
銀
行
於
千
八
百
四
十
四

年

の

絛

例

に

於
て
、
千

四
百

.

萬
#
 

を

限

準

備

を

以

V

紙
幣
5

行
す
？

得

f

、此
以
上

s

f

發
行
す
る
と
き

r

”

'

必

岁

门

額

の

M

-

.

#

i甘次
る
！

^

か
ら
次
る
時
郞
ち
千
四
百
萬

#

以
上

u

發
行
せ
ら 

る
、紙
幣
を
し

y

s

引
I

書
f

し
養
貨

S

減
と
相
俟
つ

V

、S

Q

伸
？

律せ 

し
ひ
る
の
用

f

出
U

S

の

y

し
て
、此用

f

上

故

昼

貨

Q

 

f

 

S

ず
紙
幣
の 

收
縮
を
招
き
、斯く
て
一
旦
馘

少
し
t

正：貸を
舊
來
の
程
度
に
復
せ
し
ひ
る
に
難

/P
I

O
 

氏(

後
の
才
グ
ァ
丨
ス
•ト

丨

ン卿

)

が「

通
貨
の
支
酿
者
と
し

で
、

英
闘
銀
行
於
發
厅
紙
幣 

I

して、

f

i

l

と
を
有
し
、其所
有
す

I

券
の
.高の

 

一
5

 

I

f

し
て
、舰幣
の

增
減
财
焱
卞
之
に
對
す

.
る
正
貨
の
增
減
に
依

V

行.
は
れ
、斯
く
<
紙
幣
の
發
行
高
は
鈒
行
の
定 

む
る
所

*

ら
岁
し

V
、

公
衆
の
定
む
る
所
と
爲

6

、恰
名
通
貨
於
正
貨
の
み
を
以
て
.成
れ
る
滕
に 

變
動
す
る

i

同
様
の
狀
態

U

於
て
變
.
動
す
る
は
、健
全
な
る
原
則
な

6

」

i

云
へ
る
は
明
に
通
貨 

主
義
.
の
要
旨
を
示
し
长
る
名
の

.
な
6
0
 

(R
e

se
c
tio

n
so

n

 M
o

n
e
y

 M
a

rk
e

r  R

 7

こ
或
は
斯
る
發
行
法 

の
下
に
於

V

は
、銀
行
は
發
行
せ
ん
と
す
る
紙
幣
と
同
額
の
疋
貨
を
收
受
す

1
る
に
非
次
れ
ば
滅 

幣
を
發
行
す
る
能
は

K

然
名
銀
行
が
正
貨
を
得
ん
と
す
る
に
は
、多
く
外
國
ょ

6

地
金
叉
は
貨 

幣
の
形
態
に
於

V
、

之
を
吸
收
す
る
を
要
す
る
を
以
て
：自
ら
金
融
上
の
事
變
に
臨
ん
で
、事
變
通 

貨
を
供
給
す
る
能
は
次
る
や
の
嫌
な
し

i

せ
•
岁
。
英
蘭
龈
行
於
規
行
條
例
の
制
定
後
、條
例
の 

效
ヵ
停
止
に
依

v

、保
證
準
：備
制
限
外
の
發
行
を
敢

V

し
、之
.

に
依

y

事
變
通
货
を
供
愉
し
て
、以 

て

一

脖
の
困
難
に
當
る
や
、銀
行
主
義
者
は
通
貨
主
義
の
弱
點
を
暴
露
し

*

る
？
の
と
し
て
、百 

方
銀
行
條
例
に
攻
擊
を
加

〈

f

 
o

然
^P

今
日
此
輝
の
攻
難
を
耳
に
す
る
と
と
な
く
、又
英
蘭 

銀
行
は
千
八
百
六
十
六
年
如
上
の
窮
策
に
依
頼
し
て
、事
變
通
貨
を
供
給
し
^
る
を
最
後
の
出 

來
事
と
し
、其
以
後
如
何
な
る
金
融

.

0

逼
迫
あ
、
叉
如
何
な
る
國
際
的
恐
慌
あ

.

る
名
、別

に

此

非

.

常
? •
段
u

te
ふ
る
こ
と
な
き
，

« :
何
故
な

6

や
。
此
般

0 .
關
係
を
理
解
せ
ん

i

す

る
f
c

は
、预
金

兌
換
制
度
の
本
體
と
鹚
髋
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■

兌
換
制
度
の
本
體
と
鏺
髋
，，

/

0 

.
 

> 

> 

三 
二 

,

銀
疒
の
發
達
の
金
融
上
に
及
ぼ
す
效
果
を
念
_

が

る

,.

.

、

1 

身

力

さ

る

可

ヵ

ら

兮

。.預
金
銀
行
發
達
し

础
”

 

M
切
手

f

娜
の
方
便
に
供
す
る

5

1

銀
行
に
就

I

I

引
I

I

金
の

以

；
各

種

0

支
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應
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縮
せ
ん

S

 

效
果

は
必
岁

貿
易

上
の
關
係
に
現
は
れ
て
、

質
易
の
逆
勢
を

『

轉
し
、此
方
面
ょ

6

對
外
債
務
か 

決
^

づ
る
に
至
ら
し
む

る
ク
-
道
»

な
6

。

而
し
て

此
趨

勢
を
助
長
す
る
に
は
、正
貨
準
備
の

0 

ま
茈
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縮
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.
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鮮
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萬
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'
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萬
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潙
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補
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外
債
の
條
件
を
尊
ぬ
る
に
、往
年
第
ニ
次
桂

i

於
中
，外
に
宣
言
し

t

る 
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分
利
標
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这

は
夙
に
打
破
せ
ら
れ
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を
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し
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か
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す
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募
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成
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狀
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務
の
決
濟
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す
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外
薇
に
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負
檐
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務
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條
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つ
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貸
借
上
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全
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る
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す
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^
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亜
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用
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す
る
爲
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西
に
疋
貨

'
を
置
き
て
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債
務
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濟
す
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き
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す
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ザ
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得
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濟
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ら
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す
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.
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ら

る
、
外
債
が
高
利
短
期
に
し

V
、 

今
後
發
行
+

」

ら
れ
ん
と
す
る
外
偾
亦
高
利
短
期
な
る
可
き
の
事
實
は
我
國
を
し
て
永
く
假
裝

I

的
管
權
國
允
る
地
位
に
届
ら
し
む
る
の
危
險
を
證
明
す

K

の
と
云
は
次
る
を
得
ず
。
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條
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蒙
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す
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し
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に
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